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俗惡 荒唐無稽 筋 活動寫眞いかに で な のものでも となると、

不思議 其處 奇妙 感 中略に の なフアンタジーを じさせる。 社會問題 道德問題 取 扱 落とか とかを り つた

着 物 俗惡 騷 物 方 其 目的ち いた よりも で 々しい の が の、

全集 映畵雜感 年 月号 新小說  
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混淆

淺草 盛 場という り では 旧時代 見 物の せ と、 新時代 不思議 混淆のスペクタクルとの な が、視る

快樂ことの をいやがうえにもそそりたてる

歌舞伎 人形淨瑠璃 落

語

旧 旧

旧

栗原トーマ

橫浜 映畵雜感ス

前田愛 盛 場 映畵館 前田愛著作集第 卷 幻影 明治 筑摩書房り に ができた の  

兩側 窓 鎧戶 締 靑空 明 一杯の の を めてしまふ の りが にさし。

居 部屋 急 眞暗 映畵 此 狹 室內 一方 他方 壁 小 映 出て た は に になった は の い の から の へ さく し されるのであ。

私 二 實寫物 見 一 三景園 櫻 一 蠶 絹る はそこで つの を た つは の つはシルク インダストリー から。 。 、 、

造 遂 精巧 織物 吳服屋 店頭 現 都會 婦女 晴 着 迄 順序が られ にそれが な となつて の に はれ の の れ となる の、 、

示 前揭書 映畵雜感を したものであつた。

云 迄 其 極 普通 寫眞 今迄ふ もなく れは く の ではあつたけれども、

非常 明 部屋 中 一度 暗 而 其 壁 小 小 宝石に るかつた の が に くなつて も の へ さく さく のやうにきらきらと、 、

映 出 鮮 動 物 影 次第 私 或 奇妙 夢心地 誘 込 暗黑し されて やかにくつきりと く の は に を る なる に ひ んだ の、 。

中 仕切 居 僅 三尺四方 足 光 世界を つて る か にも らぬ の 生 動 蠶 姿そこにもくもくと きて きつつある の、 、私

眺 居 此 小 世界以外 世 中 云 忘 中略はそれを めて ると ただ の さなる に の と ふものがあるのを れた、 。 全

体自分 家 云 事 感の などと ふもののある が ウソのやうに ぜられた、 。 前揭書 映畵雜感
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陰翳礼讚

　

淺草公園

活動寫眞 自動車 聞 僕 直 淺草公園 思 出 中略にカフエエに さう くと は ぐに を い す、 。 僕 淺草が

好 譯 其處 旧習 脫 若 新 娛樂機關 雜然を む は にはまつたく を した 々しい しい が として ウヨ、 、 、 、 、

無茶苦茶 發生 居 亞米利加合衆國 世界 諸種 文明ウヨと に して るからである が の の のメルチン。

氣グ ポツトであるやうな がする。

異文化 異文明

痴人 愛の

陰翳礼贊

永榮啓伸 陰翳礼贊 理法 評伝 谷崎潤一郞 和泉書院の   

全集 淺草公園 年 月号 中央公論 自動車 活動寫眞 印象と と カフエー の  

川本三郞 大正幻影 筑摩書店  
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魔術師 魔術師

前揭書 活動寫眞 現在 將來の と

近藤伊与吉 旬報 旬報社キネマ キネマ  旬報 復刻キネマ  

版 平文社

私 魔術師 會 何處 國 何 云 町 今 覺があの に つたのは の の と ふ であつたか ではハツキリと えていませ、 、

ん 日本 東京 思 或 時 又南洋 南米 植民地どうかすると それは の のようにも われますが る は や の で。 、 、

或 支那 印度辺 船着場 氣あつたような は か の であつたやうな もするのです とにもかくにも それは、 。 、

文明 中心地 歐羅把 懸 離 地球 片隅 位 國 都 極 殷富 市の たる から け れた の に している の で しかも めて な、 、

街 一廓 非常 賑 夜 巷の の に やかな の でした、 。 場所 性質 光景 雰囲氣 關しかしあなたが その の や や に し、

少 明瞭 觀念 得 云 私 手短 淺草 六區 似て もう し な を たいと ふならば まあ は かに の に てゐる あれよ、 、 、 、

不思議 亂雜 頹爛 公園 云りももつと な もっと な そうしてもつと した であつたと つておきましよう、 、 。

淺草 公園 似 說明 聞もしもあなたが の に ているといふ を いて、 、其處 何等 美 懷に の しさをも かしさをも

感 不愉快 汚職 土地 連想 美 對 考 方 私ぜず むしろ な な を するやうなら それはあなたの に する え が、 、 、

違 結果とまるきり つてゐる なのです。 中略 私 云 公園全体 空氣の ふのは あの の のことです、 暗黑。

洞窟 裏面 控 面 廻 常 明 喜 顔 好奇 大胆 眼 輝な を に えつつ へ ると に るい ばしい つきをして な な を かし、 、 、

夜 夜 毒 化粧 誇 公園全体 情調 云 善 惡 美 醜 笑 淚な な 々しい を つてゐる の を ふのです も も も も いも。 、 、

凡 物 溶解 巧眩 光 放 炳絢 色 堪 偉大 公園 海も ての を して ますます な を ち な を えてゐる な の のやう、 、 、 、

壯觀 云な を ふのです 私 今語 或 國 或 公園 偉大 混濁 点そうして が ろうとする る の る は と との におい。 、 、

六區 更 一層六區式 怪異 殺伐 土地 記憶て よりも に な な な であつたと してゐます、 、 。 全

集 魔術師 年 月号 新小說  
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人 演 魔法 怪 不思議その の ずる は しいよりもなまめかしく なよ、 、

恐 巧緻 奸惡 妖術 前揭書 魔術師りも ろしく なよりも な だ、 。

宮本憲兒  

幻灯 世界の  

  

岩本憲兒 幻灯 世界 映畵前夜 視覺文化史の の  

森話社
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夢 夢よりハツキリした

夢 同 夢 夢 素質 潛 居みると じやうな を みる が んで る

迷路

迷宮

映畵雜感

美 夢しい 中略 活動寫眞 普通 夢 稍 夢は の よりは 々ハツキリした 云 人 睡 居だとも へる は つて。

時 起 居 時 夢 見 我等 活る ばかりでなく きて る も を たがる が、 。 動寫眞館 行 白日夢 見へ くのは を に

行くの 中略である。 映畵 人間 機械 作 出 夢 云まことに は が で り すところの であると わねばなら

ない。

前揭書 魔術師

私 上着は の

搜 門 這入 時 渡 明 見ポケツトを つて を る に されたプログラムを けて ましたが、

前揭書 魔術師

前揭書 映畵雜感



日本文化學報 第 輯

肉魂

四谷 芝 淺草 深川

私 時 活動寫眞 中たちは 々 の で、歐羅巴 亞米利加 街 見や の を せられることがあるであらう さう。

同 映畵 中 出 來 何處 違 感してそれらが じ の に て ても やつぱり か つてゐることを じずにはゐないで、

あらう 不思議 違 歐羅巴 亞米利加 僅 距離 間 於なことに その ひは と ほどでない ほんの かな の に。 、 。

見出いてでも される。自動車 乘 東京市內 走 氣 付に つて を らせるとする をりをりはツと が い、

今何處 走 窓 外 覗て を つてゐるのだらう とひよいと の を く、 若 乘 手 東京 知しも り が をよく つ、

此處 四谷 芝 淺草 深川 大凡 見てゐるなら ただそれだけで は だとか だとか だとか だとか そ、 、 、 、 、

当 筈がつく である。

全集 肉魂 年 月 月 東京朝日新聞ー
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秘密

刺靑

淸吉 江戶

深川 平淸

江戶中 色町 名 響 女 云 女 調 彼 氣分 適の に を かせた と ふ を べても の の、

味 調子 容易 見 中略つた はひと とは に つからなかつた。 丁度四年目 夏 深川の のあるゆうべ、

福原駿雄 谷崎潤一郞氏 作品 活動寫眞 旬報 年 月 日 号の と について キネマ  
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料理屋平淸 前 通 時 中略の の を りかかつた 、 後 追 掛 二三町行 其 影を い けたが くともう の、

見は えなかつた

少年 信一

不氣味

何 云 大 屋敷と ふ きな だろ

中略う。 彼處 信一 居 思 今日 會 氣に が るのかと ふと もうとても は へないやうな がする、

白晝鬼語 小 王國さな

天鵞絨 夢の

全集 刺靑 年 月号 新思潮  

全集 少年 年 月號 スバル  
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異文化

前田 愛
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